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Ⅰ．論文題目 

 

現代アメリカにおける構築主義歴史学習の原理と展開 

     －歴史像の主体的構築－ 

 

Ⅱ．論文目次 

 

序章 本研究の意義と方法 

  第１節 研究主題 

  第２節 本研究の特質と意義 

  第３節 研究方法と本論文の構成 

第１章 歴史教育改革の課題と解決方法 

第１節 わが国の歴史教育の現状と課題 

  第２節 アメリカ歴史教育の課題と研究の展開 

第３節 構築主義に基づく歴史教育改革 

   １．構築主義に基づく歴史教育改革 

   ２．構築主義に基づく歴史学習プランの類型化 

（１）認知構築主義に基づく歴史学習と社会的構築主義に基づく歴史学習 

（２）人物の行為、出来事、時代像を指標とした歴史学習 

第１部 認知構築主義に基づく歴史学習の原理と展開 

第２章 人物の行為の解釈に基づく歴史学習の論理 

第１節 史料の解釈を通した人物の行為の解釈学習：アマースト・プロジェクト 

単元「リンカーンと奴隷解放」の場合 

   １．歴史学習の目標－歴史の探求方法と歴史研究の意義の理解 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理－社会における人間関係・現代的課題・ 

歴史理解の方法の理解 

   （２）単元構成とその論理－段階的な物語の構築による人物の行為と出来事の 

関係の追求 

    （３）授業展開とその論理 

１）内容構成原理－人物の行為と出来事の関係・社会の普遍的原理（自由・ 

平等）の理解 

      ２）学習方法原理－「人物の行為理解のモデル」と物語の構築 

  第２節 人物の行為の解釈に基づく歴史学習の特質と問題点 

第３章 出来事の解釈に基づく歴史学習の論理 

 第１節 史料を媒介とした出来事の解釈学習：アマースト・プロジェクト 

単元「レキシントン・グリーンで何が起こったのか」の場合 

   １．歴史学習の目標－歴史の探求方法と歴史理解の特性の理解 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

第２節 史料と科学の方法を媒介とした出来事の解釈学習：ホルト・データバンク 

・システム 単元「誰がアメリカを発見したのか」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 
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   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

  第３節 出来事の解釈に基づく歴史学習の特質と問題点 

第４章 時代像や社会の動きの解釈に基づく歴史学習の論理 

第１節 時代の政治思想や倫理性に焦点を当てた時代像の解釈学習：アマースト 

・プロジェクト 単元「ヒロシマ－戦争の科学、政治学、倫理学から 

の研究－」の場合 

   １．歴史学習の目標－歴史の探究方法と歴史研究の意義の理解 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

第２節 社会問題に焦点を当てた時代像の解釈学習：ハーバード社会科の 

公的論争問題 単元「アメリカ独立革命」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

  第３節 時代像や社会の動きの解釈に基づく歴史学習の特質と問題点 

第５章 認知構築主義に基づく歴史学習の原理と特質 

第２部 社会構築主義に基づく歴史学習 

第６章 人物の行為の批判的解釈に基づく歴史学習の論理 

第１節 個人の思想に焦点を当てた人物の行為の批判的解釈学習：DBQ プロジェ 

クト（世界史） 単元「ガンジー、キング、マンデラ－何が非暴力主義 

の主義の事業を成し遂げさせたのか」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３ 特質と問題点 

第２節 社会集団の行動の批判的解釈に基づく歴史人物学習の理論：DBQ プロジェ 

クト 単元「何がセイラムの魔女裁判を異常なものにしたのか」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 
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   ３．特質と問題点 

  第３節 人物の行為の批判的解釈に基づく歴史学習の特質と問題点 

第７章 出来事の批判的解釈に基づく歴史学習の論理 

  第１節 役割討論を媒介にした出来事の意義の批判的解釈学習：中等歴史カリキュ 

       ラム「生きている歴史！」 単元「民主政治の出現」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

第２節 社会的理解の方法を媒介にした出来事の批判的解釈学習： 

G. シューマンの開発単元「レキシントン・グリーン再訪」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

  第３節 出来事の批判的解釈に基づく歴史学習の特質と問題点 

第８章 時代像や社会の動きの批判的解釈に基づく歴史学習の論理 

第１節 社会制度の改革の意義に焦点を当てた批判的解釈学習：中等歴史 

     カリキュラム「生きている歴史！」の単元「新国家の憲法」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

第２節 社会問題に焦点を当てた批判的解釈学習：DBQ 歴史プロジェクト 

（米国史）単元「ERA（（男女）平等権憲法修正条項）はなぜ否決 

されたのか」の場合 

   １．歴史学習の目標 

   ２．授業構成原理 

   （１）カリキュラムの全体計画とその論理 

   （２）単元構成とその論理 

   （３）授業展開とその論理 

     １）内容構成原理 

     ２）学習方法原理 

   ３．特質と問題点 

  第３節 時代像や社会の動きの批判的解釈に基づく歴史学習の特質と問題点 

第９章 社会構築主義に基づく歴史学習の原理と特質 

第 10 章 構築主義歴史学習の論理と意義 

終章 成果と課題 

 引用・参考文献 
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Ⅲ．論文の要旨 

 

序章 本研究の意義と方法 

 序章では本研究の目的、研究の特質と意義、論文の構成を示した。 

 本研究は、アメリカ合衆国の 1960 年代以降の歴史教育改革を取り上げ、構築主義歴史学

習の類型化を行って各歴史学習プランの授業構成原理を分析し、その学習原理と授業構成

の特質を解明することを目的とする。 

構築主義歴史学習とは、一人ひとりの学習者が既有の知識や経験を活用し、これらを過

去についての新しい知識や経験と関係づけながら、学習者同士の批判を通して出来事を解

釈したり意味づけたりして歴史像を自分なりに作ることで歴史理解を主体的に構築してい

く学習である。このような歴史学習は、既にアメリカで先進的に研究され、実践されてき

ている。そこで、アメリカで展開されている初等および中等学校段階の構築主義歴史学習

のプランの分析を通して本研究の目的を達成する。 

現在の歴史学習に求められているのは、学習者が主体的に歴史理解を発展させていく学

習の実現である。しかし、わが国の歴史学習は記憶－伝達型の学習が中心であり、学習者

が自分で知識を構成する機会は奪われている。そのため、①学習者の歴史理解の方法に関

わる問題、②学習者の既有の知識や経験の活用に関わる問題、③学習が伝達－記憶型にな

っており教師が用意した知識を学習者が一方的に受容している、という問題が生じている。

これらの問題を解決するには、学習者自身が教科書の内容や史資料を吟味し、他の学習者

との協働の批判的検討を通して知識や歴史像を自分自身で構成していく学習が保障されな

ければならない。そのためには上記３つの問題点の解決とともに、１）学習者が自分で歴

史の事実を意味づけ、知識や歴史像を構成して歴史を作り出すことで歴史理解を発展させ

る指導への転換、２）既有の知識や経験を活用して知識や歴史像を再構築することで歴史

理解を発展させる学習の実現、３）学習者が教科書の内容や史資料を吟味し、他の学習者

と批判的に検討して歴史像を再構築する学習を実現する、ことが必要である。 

アメリカの歴史教育論はこのような要請に応えており、それが構築主義の歴史学習論で

あり、本研究ではこの学習論を取り上げている。 

本研究の意義と特質は次の５点である。第１は 1960 年代から 2000 年代初頭までのアメ

リカ歴史教育改革を構築主義の視点で体系的に整理したこと、第２は構築主義歴史学習の

全体像を提示し、その教育目標が「歴史像の主体的構築」にあることを究明したこと、第

３は構築主義歴史学習の２つのタイプを解明し、事例に即して示したこと、第４は歴史学

習における歴史理解を人物の行為、出来事、時代像の３つのレベルで分析することで、わ

が国の小学校から高等学校までの各学校段階に適用可能な学習と授業構成原理まで究明し

たこと、第５は本研究が日本の歴史教育改革論にもなっており、応用性のある研究になっ

ていることである。 

 

第１章 歴史教育改革の課題と解決方法 

第１章では、わが国の歴史教育改革の課題と課題の解決に向けて本研究でとる研究方法

を示した。研究方法としては、アメリカ合衆国で先進的に展開してきた初等および中等学

校段階の構築主義に基づく歴史学習プランを分析し、基盤にある構築主義歴史学習の原理
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と授業構成の方法的特質を解明するという方法をとった。 

まず日本の歴史教育の現状を分析して問題点を明らかにし、今後の歴史教育の課題を示

す。次に、解決の手がかりとなるアメリカの構築主義に基づく歴史教育やカリキュラムと

歴史学習のプランを分析し、構築主義歴史学習の原理と特質を解明した。 

分析では認知構築主義に基づくプランと社会構築主義に基づくプランの２つに類型し

て考察する。分析に際しては、人物の行為の解釈、出来事の解釈、時代像の解釈の３つの

下位レベルの枠組みを設定した。そして、第１部（第２章～第５章）と第２部（第６章か

ら第９章）に分け、順次それぞれの類型に対応する学習プランの事例を分析して、認知構

築主義と社会構築主義に基づく歴史学習の原理と特質を明らかにするという道筋を示した。 

 

第１部 認知構築主義に基づく歴史学習の原理と展開 

まず第１部では、認知構築主義に基づく歴史学習（研究的歴史構築学習）の事例を分析

し、この類型の原理と特質を解明した。 

第２章 人物の行為の解釈に基づく歴史学習の論理では、人物の行為の解釈を行う歴史

学習の事例として、史資料の解釈を通して人物の行為の解釈学習を行う事例を分析し、そ

の原理と特質を明らかにした。その具体的事例にはアマースト・プロジェクトの単元「リ

ンカーンと奴隷解放」を取り上げた。 

第３章 出来事の解釈に基づく歴史学習の論理では、出来事の解釈を行う事例を分析し、

その原理と特質を明らかにした。これをさらに、１）史資料を媒介として出来事を解釈す

る学習と２）科学の方法を媒介として出来事を解釈する学習の２つの類型で分析した。そ

して、１）にはアマースト・プロジェクトの単元「レキシントン・グリーンで何が起こっ

たのか」、２）ではホルト社会科の単元「誰がアメリカを発見したのか」を取り上げた。 

第４章 時代像や社会の動きの解釈に基づく歴史学習の論理では、時代像や社会の動き

の解釈を行わせている事例を分析し、その原理と特質を明らかにした。これをさらに、１）

社会問題に焦点を当てた解釈学習と２）時代の政治思想や倫理性に焦点を当てた解釈学習

の２つの類型で分析した。そして、１）ではハーバード社会科公的論争問題シリーズの単

元「アメリカ独立革命」を取り上げ、２）ではアマースト・プロジェクトの単元「ヒロシ

マ」を取り上げた。 

第５章 認知構築主義に基づく歴史学習の原理と特質では、上記の３つの章で明らかに

した認知構築主義に基づく人物学習、出来事学習、時代像学習それぞれの原理と特質を総

合して、認知構築主義に基づく歴史学習である研究的歴史構築学習全体の原理と特質とし

てまとめた。 

 第１部での各類型の歴史学習プランの分析から分かった原理と特質を、(1)歴史理解の捉

え方の特質、(2)教授－学習過程の構成の特質、(3)学習者と歴史・社会との関係の特質、

の３つの観点から分析し、以下のような特質を解明した。 

認知構築主義の歴史学習では、歴史理解の捉え方の原理と特質として、学習者が史資料

を基に人物の行為や出来事、時代像について解釈する中で他者の歴史理解の視点を読み取

り、視点を設定して歴史理解を進めたりすることで歴史像が構築されること。教授－学習

過程の構成の原理と特質としては、時期的変化や現在を視点にした人物の行為、出来事、

時代像を物語的に構築させる過程として学習を構成し、歴史理解の方法に基づいた学習と
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その利用の妥当性を吟味させて学習を構成すること。学習者と歴史・社会との関係の原理

と特質としては、歴史はなお学習者の外側にあり、学習者がそれを受容する形で歴史を構

築し、過去の時代の特色の学習にとどまっているという限界もあること、を指摘した。 

 

第２部 社会構築主義に基づく歴史学習 

第２部では、社会構築主義に基づく歴史学習の事例を分析し、この類型の原理と特質を

解明した。批判的歴史解釈学習について、人物の行為の批判的解釈学習、出来事の批判的

解釈学習、時代の特色や社会問題に焦点を当てた時代像の批判的解釈学習の３つのレベル

で分析し、それぞれの批判的解釈学習のちがいを明らかにしての社会的歴史構築学習の原

理と特質を明らかにした。 

第６章 人物の行為の批判的解釈に基づく歴史学習の論理では、人物の行為の批判的解

釈を行う学習の事例を分析し、その原理と特質を明らかにした。これをさらに１）個人の

思想に焦点を当てた人物の行為の批判的解釈学習と２）社会集団の行動に焦点を当てた人

物の行為の批判的解釈学習との２つの類型で分析した。そして、１）では DBQ（Document 

Based Questions）プロジェクトの世界史単元「ガンジー、キング、マンデラ」を、２）で

は同じ DBQ プロジェクトの米国史単元「何がセイラムの魔女裁判を異常なものにしたのか」

を取り上げた。 

第７章 出来事の批判的解釈に基づく歴史学習の論理では、出来事の批判的解釈を行う

事例を分析し、その原理と特質を明らかにした。これをさらに、１）役割討論を媒介にし

た出来事の意義の批判的解釈学習と２）社会的理解の方法を媒介にした出来事の批判的解

釈学習の２つの類型で分析した。１）のの事例には中等歴史カリキュラム「生きている歴

史！」の単元「フランス革命」を取り上げ、後者の事例には G. Scheurman 開発の中等単元

「レキシントン・グリーン再訪」を取り上げた。 

第８章 時代像や社会の動きの批判的解釈に基づく歴史学習の論理では、時代像の批判

的解釈を行う学習の事例を分析し、その原理と特質を明らかにした。これをさらに１）社

会制度の改革の意義に焦点を当てた批判的解釈学習と２）社会問題に焦点を当てた批判的

解釈学習の２つ類型で分析した。そして１）の事例には中等歴史カリキュラム「生きてい

る歴史！」の単元「新国家の憲法」を、２）の事例には DBQ 米国史プロジェクト単元「男

女平等権憲法修正条項はなぜ否決されたのか」を取り上げた。 

第９章 社会構築主義に基づく歴史学習の原理と特質では、上記の３つの章で明らかに

した社会構築主義に基づく人物学習、出来事学習、時代像学習それぞれの原理と特質を総

合して、社会構築主義に基づく歴史学習である社会的歴史構築学習全体の原理と特質とし

てまとめた。 

社会的歴史構築学習では、歴史理解の捉え方の原理と特質としては、社会的状況場面で

の主張の正当化としての歴史理解、社会的文脈への位置づけによる歴史理解、人びとが歴

史的に作り出してきた思想としての民主国家の基本概念に基づく歴史理解、現在における

社会形成と結びついた歴史理解をさせていること。教授－学習過程の構成の原理と特質と

しては、学習者が行っている協働学習の実現が単元の目標達成と重なるとともに学習方法

と目標達成が重なっており、学習では「社会的」方法、つまり子ども同士の討論やディベ

ートが用いられ、他者との関わり（討論やディベート）による方法があることを学ぶこと
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により、社会問題の解決方法には個人による方法だけでなく、選挙や住民運動などの集団

による多様な方法があることを学習していること。学習者と歴史・社会との関係の原理と

特質としては、学習者が所属する現在の社会の中で行われており、学習者が歴史を、認識

主体である自分の外側にあるものとせず、自分が所属する社会（学級）の中の問題として

主体的に関わりながら理解していること、である。歴史像の構築の観点として、学習者自

身の視点や学級の他の学習者視点を生かしながら歴史解釈を批判的に検討しながら人物の

行為、出来事、歴史像を構築していくようになっていることを特質として指摘した。 

第 10 章 構築主義歴史学習の論理と意義では、第１部と第２部で明らかにした認知構

築主義と社会構築主義に基づく歴史学習の原理と特質を踏まえて、構築主義歴史学習全体

の論理と意義を明らかにした。それらの原理と特色は表１のようにまとめた。 

 

表１ 構築主義歴史学習の類型 

歴史習の基本類型→ 

構築主義のタイプ→ 

歴史理解の基本概念→ 

    解釈の方法 

 

学習対象と利用される 

歴史理解のモデル 

研究的歴史構築学習 社会的歴史構築学習 

認知構築主義（第１部） 社会構築主義（第２部） 

①②③④⑤⑥ ⑥⑦⑧（①②③④⑤⑥） 

解釈／理解 批判的解釈／主張 

科学（学問）の方法 批判による方法 

史資料に内在する視点を構築 学習者自身の視点として構築 

人物学習 
人物の 

行為 

行 為 理

解 

モデル 

人物の行為の解釈に基づく歴

史学習 

（第２章） ①②③④ 

人物の行為の批判的解釈に基

づく歴史学習 

（第６章） ③④⑥⑦⑧ 

出 来 事 学

習 
出来事 

出 来 事

理 解 モ

デル 

出来事の解釈に基づく歴史学

習 

（第３章） ①②③④⑤⑥ 

出来事の批判的解釈に基づく

歴史学習 

（第７章） ⑤⑥⑦⑧ 

時 代 像 学

習 
時代像 

時 代 像

理 解 モ

デル 

時代像や社会の動きの解釈に

基づく歴史学習 

（第４章）①②③④⑤⑥ 

時代像や社会の動きの批判的

解釈に基づく歴史学習 

（第８章） ⑤⑥⑦⑧ 

まとめ 

認知構築主義に基づく歴史学

習の原理と特質 

（第５章） 

社会構築主義に基づく歴史学

習の原理と特質 

（第９章） 

 註：表中の①～⑧の番号が示す内容は８つの「歴史理解の基本概念」である。 

 

終章 成果と課題では、本研究の成果を総合的にまとめた。成果の第一は、(a)認知構築

主義に基づく研究的歴史構築学習と (b)社会構築主義に基づく社会的歴史構築学習の２つ

のタイプの分類の妥当性が確認できたこと。第二は、それぞれのタイプの学習が備えてい

る歴史理解の基本構造をモデル化することができたこと。第三は、学習内容の観点からみ

ると、本研究で取りあげた分析事例に共通しているのは何れもが 21 世紀の現代社会、特

に民主主義社会を理解する基本概念を理解させるものとなっているのが確認できたこと。

第四は、本研究で行った、歴史学習を人物学習、出来事学習、時代像学習の 3 つの枠組み

でとらえ、それぞれ人物の行為、出来事、時代像の三層で構成されるという、歴史理解の

三層は相互に成長的な関係にあることが明らかとなったこと。第五は小中一貫歴史カリキ

ュラム改革への示唆である。「人物の行為」理解→「出来事」理解→「時代像」理解、そし

て「倫理性や価値に関わる社会問題」理解にわたる理解の階層性は小学校から中学校まで

の歴史学習の理解の段階設定にも応用できる可能性があること。これら 5 点を解明したこ

とを成果とまとめた。 
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